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「JR貨物の存立基盤確立にむけた取り組み」として、中央本部は本日、

ＪＲ総連、JR総連推薦議員懇談会共同代表末松議員と共に、国土交通省
上原鉄道局長へ「今後の鉄道貨物輸送に関する要請」を行ないました。
要請文を手渡し、私たちの考えを伝えると、上原鉄道局長から「JR貨
物の問題は国家プロジェクトと捉えている。青函トンネルを含む並行在
来線の問題も客貨両面から検討していく」との考えが述べられました。


